


「教職支援センター研究紀要」投稿規程

1 ．目的
　京都女子大学教職支援センター（以下，「教職支援センター」という。）は，教職課程に関する研究成果
の公表を目的として「教職支援センター研究紀要」（以下，「本紀要」という。）を発行する。

2 ．刊行頻度
　本紀要は，原則として年 1回刊行する。

3 ．編集委員会
　本紀要の編集委員会は，教職支援センター運営委員より選出した委員をもってこれを構成し，編集委員
長は教職支援センター長がこれを兼ねる。
2　編集委員は，教職支援センター長が指名する。
3　本紀要の発行に必要な事項については，申し合わせ事項として編集委員会で定める。

4 ．投稿資格
　本紀要の投稿者は，単著の場合は本学の専任教員または非常勤教員でなければならない。共著論文の場
合は，本学の専任教員が共著者に含まれていること。なお，編集委員会が認めた場合（依頼原稿を含む。）
は，この限りではない。

5 ．投稿原稿
　本紀要が受領する原稿の種類は以下の通りとし，書式は（ 4）を除き著者が属する研究分野における標
準的な方式に従うものとする。なお，投稿者は以下のどの区分での掲載を希望するかを，投稿申請時に明
記すること。
⑴　論　　文：教職課程及び学校教育に関する独創性・新規性のある理論的あるいは実証的研究
⑵　研究ノート： 教職課程及び学校教育に関する萌芽的あるいは暫定的な考察（有用性のある情報や研究

データの提供を含む。）
⑶　実践報告：教職課程及び学校教育における授業実践や教材・教具の開発等に関する報告
⑷　そ の 他： 教職支援センター及び各学部等の活動報告，教職課程に関する研究会・研修会・講演会等

の報告，学生活動記録等

6 ．審査
　⑴論文及び⑵研究ノート，⑶実践報告の投稿者は，原稿提出に先立ち，同一もしくは関連領域を専門と
する研究者の内容確認を経ることとする。
　編集委員会は，受領原稿を審査のうえ，紀要掲載の採否及び掲載区分を決定する。

7 ．不正行為の禁止
　編集委員会からの依頼原稿を除き，他誌に掲載された原稿や投稿中のものは受領しない。また剽窃・盗
用の疑いがある場合は，文部科学省が定めた「研究活動における不正行為への対応等に関するガイドライ
ン」等を参考の上，編集委員会で対処する。

8 ．校正
　著者による校正は再校までとする。

9 ．著作権
　掲載された論文等の内容についての責任は著者が負うものとする。また，その著作権は著者に属し，編
集出版権は教職支援センターに属する。
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10．情報公開
　本紀要に掲載する論文等は，原則として「京都女子大学学術情報リポジトリ」で公開する。

11．規程の取扱い
　本規程の取扱いは，教職支援センター運営委員会が行う。

　附則
　この規程は，2018年 9 月18日から施行する。

　附則
　この規程は，2020年 7 月27日から施行する。

　附則
　この規程は，2021年10月26日から施行する。

以　上
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